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記 注

  ににめめたたくくだだたたいいいい使使おおにに全全安安

●シャッターのご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、理解してからご使用ください。
 

● 本取扱説明書では、安全にご使用いただくために特に大切な「お知らせ」には、

　 次のようなシンボルマークとシグナル用語を使用しています。

 告警

意注

本文では以下のように使用します。

 

「シグナル用語」に続く指示を十分

に守らないと、人身事故につながる

ことになります。

●上記以外の「お知らせ」には次のようなシグナル用語を使用しています。●上記以外の「お知らせ」には次のようなシグナル用語を使用しています。

 意注な的本基

、といなら守を意注なうよの次 、りなと因原の故事身人な大重 のすで険危変大

。いさだくめやおに対絶で  
 告警

 クーマルボンシ ルナグシ  語用

取扱いを誤った場合に、本製品に故障が発生したり、性能が発揮できない

ことが想定される場合。

取扱いを誤った場合に、使用者または不特定多数の第３者が、死亡または重傷を
負う危険の状態が生じることが想定される場合。

取扱いを誤った場合に、使用者または不特定多数の第３者が、軽傷を負うか、ま
たは物的損害のみが発生する危険の状態が生じることが想定される場合。

うがたし  示指きべ

中閉開のータッャシ ら通を下は 。いさだくでいな シ

。すまリあが険危るなと故事な大重れまさはにータッャ  
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 意注の上用使ご  .1

ッラス  ト

 

 木幅

》》観観内内ーータタッッャャシシ窓窓《《  

 

容内るいてれさ載記に章のこ● 、きだたいみ読おくよを 。いさだく用使ごをータッャシ窓でえうたし解理に全完  

こ● 、は書明説扱取の 。いさだくてし管保に切大うよるけだたいみ読おてし出り取もでついにきとな要必  

、とルベラ示表るいてれさけ付貼に側内屋ータッャシ窓● のこ っがたしに示指びよお意注のてベす書明説扱取

。いさだくて  

 ていつにルベラ示表

、、ははにに品品製製本本●● 報報情情意意注注るるすす関関にに全全安安とと険険危危

、、たたしし載載記記をを 。。すすままいいててけけ付付貼貼ををルルベベララ示示表表  

だだくくててっっががたたししずず必必ははにに示示指指ののルルベベララ示示表表  

。。いいささ  

注意情報が記載されて注意情報が記載されて
います。います。  

  ルルベベララ示示表表
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 意注な的本基

、、とといいなならら守守をを意意注注ななううよよのの次次 、、りりななとと因因原原のの故故事事身身人人なな大大重重 ののすすでで険険危危変変大大

。。いいささだだくくめめややおおにに対対絶絶でで  
 告警

中閉開のータッャシ ら通を下は 。いさだくでいな シ

。すまリあが険危るなと故事な大重れまさはにータッャ  

す了終が作動のータッャシ 。いさだくてし認確でまる  

自 、めたの転運動 、とすまれまさはがどな様子お 重

。すまりあがれ恐るなと故事な大  

たれ濡はチッイス作操

し作操で手 だくでいな

。いさ  

。すまりあがれ恐の電感  

 ‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥

 

‥‥‥‥‥‥‥‥

 
‥‥‥‥‥‥‥‥  ‥‥‥‥‥‥

動0E電
お
客
様
へ 

 法方作操の時電停
 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥●

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥●

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥●

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・  

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・  

 

 ‥‥‥‥‥‥ 

表示ラベル



 意注な的本基

 
。。いいささだだくく用用使使ごごててっっ守守をを頂頂事事意意注注のの次次 つつにに故故事事ややガガケケとといいなならら守守をを頂頂事事意意注注

。。すすままりりああががれれ恐恐るるががなな  

シャッター開閉中は、顔や手を出
したり、シャッターの下に物を置
いたりしないでください。シャッ
ターにはさまれてけがをする恐れ
があります。
特にお子様にはご注意ください。

シャッターの分解、改造は絶対に

しないでください。分解、改造が

原因で事故になる恐れがあります。

窓シャッターのボックスは変形し

やすいので、はしごをかけたり上

に乗ったりしないでください。落

下してけがをする恐れがあります。

おやすみまたは外出の際は、防犯

上、内側のサッシの錠をかけてく

ださい。また、強風時にも同様、

内側サッシの錠をかけてください。

窓シャッターには、故意に物をぶ

つけたりしないでください。変形

して動かなくなる恐れがあります。

常時シャッターを使用しない場合

でも少なくとも１ヶ月に2～3回は

開閉してください。

長期間動かさないとスムーズに

動作しなくなります。

 意注

シャッターの開閉に支障となるよ

うなもの（植木・箱など）を置か

ないでください。

シャッターや器物を破損する恐

れがあります。

操作スイッチをむやみに押したり、

乱暴な扱いをしないでください。

シャッターが動かなくなることが

あります。
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シャッターボックスの中に直接ホ

ースで水をかけないでください。

漏電や故障の原因となる恐れがあ

ります。

シャッターや操作スイッチのまわり

の壁にクギを打たないでください。

配線を傷つけますと漏電したりショ

ートして事故になる恐れがあります。

シャッター動作中、無理にひっぱ

ったり、押し上げたりしないでく

ださい。

故障の原因となる恐れがあります。

雪が積もったり、氷結した状態で

使用しますと故障の原因となりま

すので取り除いてからご使用くだ

さい。

操作スイッチやリモコンスイッチ

に水をかけないでください。漏電

や故障の原因となる恐れがありま

す。

落雷や静電気等の外部からの影響

により機器が正常に作動しないこ

とがあります。

また、落雷の大きさによっては作

動不良になる恐れがあります。

シャッターの連続運転は避けてく

ださい。長時間運転しますと、温

度上昇のため、故障する恐れがあ

ります。

操作スイッチは鋭利なもので操作

しないで下さい。

操作スイッチの破損、感電の恐れ

があります。

に月
回3～2



本体内観幅木ロック部
（手動シャッター錠）

施錠時の状態

通常時（解錠）の状態

施錠するときは、左右のつまみを
外側へ動かしてください。

解錠するときは、左右のつまみを
内側へ動かしてください。

※手動シャッター錠を施錠した状態ではシャッターは開きません。
　シャッターを開ける時は、手動シャッター錠を解錠してください。

 要概の品製.2

 きらたはのそと称名の部各

 》観外《体本

のータッャシ 。すで体本扉  

、昇上 。すまし閉開りよに降下  

ッラス  ト

ッラス 端の右左のト を  持支

、し 。すましを内案の時閉開  

納収をトッラスだん込き巻

種機。すまし りよに は状形

。すまりな異  

屋内側に手動シャッター錠
が付いています。

 

イガ  ルーレド

 

ャシ タッ のー なと置位限下

。すまり  

 枠 下

 

 スクッボータッャシ

 

 木 幅

 》観内《体本

 

 

ッラス  ト
シャッターの開・閉・停止
を行います。

 

 チッイス作操

 

 木 幅
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手動シャッター錠が
付いています。

 

  手動シャッター錠

内観から見て、中央部より
やや左側に付いています。



 きらたはのそと称名の部各

 チッイス作操

 能機

止止停停ををーータタッッャャシシのの中中作作動動

。。すすまませせささ  

 

。。すすまませせささ昇昇上上ををーータタッッャャシシ  

。。すすまませせささ降降下下ををーータタッッャャシシ  

」開「  ンタボ

」閉「  ンタボ

 しな備装…」―「

備装準標…」○「
ロ クッ  式方

 手動シャッター錠
 

 

防犯機能  ○ 

 能機知検物害障
 式方知検荷負 ○ 

 式方出検部木幅 ― 
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てめ閉をータッャシ※ 。んせまきではとこる遮に全完を光る入らか間隙のと材部枠も く暗にらさ
、は合場いたし 。いさだく用利ごを等ンテーカ光遮

 

防犯機能防犯機能  

ャシ タッ が一 、りた当に物害障に中作動閉 、止停で場のそとるわ加が荷負にーターモ 転反はたま

、し昇上 。すまし止停  

  能能機機知知検検物物害害障障

ャャシシ タタッッ ーー   様様仕仕品品製製体体本本

式式方方知知検検荷荷負負●●   

  件件条条用用使使

 度温囲周 )く除を結凍(℃04～℃01－

 度湿囲周  下以%58HR

 境環囲周  く除をどな境環食腐、部岸沿

  
構構機機動動電電

 

 源電用使 V001相単

 数波周 zH06/05

 力電費消格定 )下以W01時機待(下以W08

  記記  注注 でおはたまみすやお● は際のけか 上、内側のサッシの錠をかけてください。

●シャッターを閉めた時は、手動シャッター錠を施錠してください。

犯防

記記  注注 
●障害物検知機能は万が一の場合の機能ですので、開閉中はシャッターに触れないように

　してください。

停止ボタン

○

シャッターを外部から開けようとすると、電気的にモーターの回転をロックします。
※通電時のみの機能です。



取を物害障②

シ※ ッャ ータ の

小が いさ 場

。すまりあが

、き除り 。いさだくてっ行を作操閉開度再

 ズイサータッャシび及上りよ近付央中

き利が能機知検物害障は 合場いくに合

、中降下① ッラスりよに物害障 そとるわ加が荷負にト

、し昇上転反はたま止停で場の 。すまし止停
 ※反転上昇・停止後に、シャッターボックス内で

　「ピーピーピーピーピー」というブザー音が
　鳴ります。

 法方用使ご.3

 

チッイス作操●

作操るよにチッイス作操  
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  明明説説のの能能機機知知検検物物害害障障

 

 

よよるるななとと障障支支にに閉閉開開ののーータタッッャャシシ●● ななうう 。。いいささだだくくででいいななかか置置ををののもも

シャッターや器物を破損する恐れがあります。シャッターや器物を破損する恐れがあります。 

、、りりだだんん挟挟をを物物●● 。。いいささ下下めめややおおはは為為行行のの等等るるすす過過通通をを下下にに中中動動作作  

 

※手動シャッター錠が施錠されているとシャッターは開きません。
　解錠してからシャッターを開けてください。

意注

 昇上転反
 

●

  てていいつつににきき動動ののーータタッッャャシシ時時閉閉開開●●

開ボタン

停止ボタン

閉ボタン

作動状況

開ける時

止める時

閉める時

操作方法

操作スイッチ　　　開ボタンを押してください。

操作スイッチ　　　閉ボタンを押してください。

※手動シャッター錠が解錠されていることを確認してください。

本商品は、電動モーターの出力とシャッター

質量とが、巻取り軸に取付けのスプリング力

でバランスを取りながら開閉する構造となっ

ております。特性上、開閉途中で引っ掛かる

ような動きをする場合もありますが、異常で

はありません。（品質上問題ありません。安

心してお使いください。）

操作スイッチ　　　停止ボタンを押してください。

 

 

  

 

 

 停電時の操作方法

 

　　　通電後の操作方法　　　通電後の操作方法

停電時の状態について停電時の状態について

停電時に手動でシャッターを開閉しようとした場合、開閉が非常に重く開閉は困難です。
その為非常脱出口としては使用出来ませんが、シャッターは開けられます。通電をしない
状態でシャッターを閉じている場合は、必ず手動シャッター錠の施錠をしてください。

開ボタンを押し、一度全開させてください。その後は、通常の操作で完全に復帰します。

 

 

 
意注

、、後後電電通通●● 。。すすまましし止止停停てていいつつブブダダでで限限下下ととるるせせささ降降下下ををーータタッッャャシシににずずせせささ昇昇上上 、、たたまま 障障ししもも

。。んんせせまましし昇昇上上転転反反はは合合場場たたっっああがが物物害害 ののそそ（（ はは合合場場 」」開開「「 、、しし押押ををンンタタボボ ささ止止停停動動自自でで限限上上

、、ととるるせせ 。。すすままりりななにに能能可可作作動動常常通通 ）



タイマーコントローラー（別売品）について
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タイマーコント
ローラー

スイッチプレート

シャッター
操作スイッチ

設定

送り 戻り

ﾀｲﾏｰ開
ON ／ OFF ON ／ OFF

ﾀｲﾏｰ閉

設定時刻にタイマー動作を開始する場合は

「ﾀｲﾏｰ開」  または  「ﾀｲﾏｰ閉」ボタンを押し

画面に設定時刻を表示させてください。

現在時刻

タイマー
閉時刻

タイマー
開時刻

※「設定」ボタンを１回押す毎に、現在時刻設定⇒タイマー開時刻設定⇒タイマー閉時刻設定⇒通常状態を繰り返します。

　各時刻設定状態では、「送り」ボタン「戻り」ボタンを押した場合のみ設定時刻が変わります。

　誤って「設定」ボタンを押した場合は各時刻表示が通常状態（表示点灯状態）に戻るまで「設定」ボタンのみを押して

　復帰させてください。

※各時刻の設定時の「送り」ボタンまたは「戻り」ボタン操作で、ボタンを押し続けた状態にすると高速で表示時刻が送り

　又は戻り状態となります。１分単位で微調整する場合は、ボタン操作を１回づつ押してください。

※各時刻の設定状態（表示点滅状態）で１０秒以上ボタン操作が無い場合は、通常状態（表示点灯状態）に戻ります。

　その場合は、設定状態（表示点滅状態）で画面表示されていた時刻がそのまま記憶されます。

①「設定」ボタンを１回押すと現在時刻表示が点滅し、現在時刻の設定（修正）が可能な状態

　になります。

②「送り」ボタンまたは「戻り」ボタンを押して、現在時刻の設定（修正）をします。設定

　（修正）をしない場合は、「送り」ボタン、「戻り」ボタンを押さずに③に進んでください。

③「設定」ボタンを１回押すと現在時刻表示が点滅から点灯に変わり、現在時刻の設定（修正）

　が完了します。また、同時にタイマー開時刻表示が点滅し、タイマー開時刻の設定（修正）

　が可能な状態になります。

④タイマー開時刻表示が点滅している状態で、「送り」ボタンまたは「戻り」ボタンを押して

　タイマー開時刻の設定（修正）をします。設定（修正）をしない場合は、「送り」ボタン、

　「戻り」ボタンを押さずに⑤に進んでください。

⑤「設定」ボタンを１回押すと、タイマー開時刻表示が点滅から点灯に変わり、タイマー開時

　刻設定（修正）が完了します。また、同時にタイマー閉時刻表示が点滅し、タイマー閉時刻

　の設定（修正）が可能な状態になります。

⑥タイマー閉時刻表示が点滅している状態で「送り」ボタンまたは「戻り」ボタンを押して、

　タイマー閉時刻の設定（修正）をします。

　設定（修正）をしない場合は、「送り」ボタン、「戻り」ボタンを押さずに⑦に進んでください。

⑦「設定」ボタンを１回押すとタイマー閉時刻設定（修正）が完了し、全ての設定が完了となります。

設定

送り 戻り

ﾀｲﾏｰ開
ON ／ OFF ON ／ OFF

ﾀｲﾏｰ閉

設定時刻にタイマー動作を開始する場合は

「ﾀｲﾏｰ開」  または  「ﾀｲﾏｰ閉」ボタンを押し

画面に設定時刻を表示させてください。

①現在時刻およびタイマー開時刻、タイマー閉時刻設定方法の要領で、タイマー開時刻とタイマー閉時刻をセットします。

②「タイマー開」ボタンを押し、画面にタイマー開時刻が表示されていることを確認します。

　タイマー開時刻が画面に表示されている場合に設定されたタイマー開時刻にシャッターは開動作します。

③「タイマー閉」ボタンを押し、画面にタイマー閉時刻が表示されていることを確認します。

　タイマー閉時刻が画面に表示されている場合に設定されたタイマー閉時刻にシャッターは閉動作します。

※タイマーによるシャッター動作を行わない場合は、「タイマー開」または「タイマー閉」ボタンを押して、画面に

　タイマー開時刻またはタイマー閉時刻の表示が出ていない状態にしてください。

※半開状態はタイマー開時刻には開、タイマー閉時刻には閉動作します。

※非常開放レーバー操作後、停電（電源遮断）後の電源復旧（通電）時に、シャッター操作スイッチの開ボタンを押して

　シャッターを全開にしてください。この操作をしないと、タイマーによる正常なシャッター動作ができません。

<タイマーが動作する状態>

タイマー開時刻、

タイマー閉時刻が

表示されている

タイマー開時刻、

タイマー閉時刻が

表示されていない

<タイマーが動作しない状態>

■現在時刻およびタイマー開時刻、タイマー閉時刻の設定方法

■タイマーコントローラーの操作方法
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 法方れ入手お.4

 方仕の掃清

とこくおてし掃清にいれきもついはータッャシ● が 。すで法方の番一るせさち持長にずせ食腐  

①柔らかい布で水ぶ

　きをし、表面の汚

　れを拭き取ります。

②中性洗剤等で汚れ

　を拭いて頂ければ、

　さらに長持ちします。

 

 

③硬い物で強くこす

　ると表面に傷がつき、

　そこから錆びやすく

　なりますのでご注意

　ください。

④シャッターボックス

　の中に直接ホース等

　で水をかけての清掃

　は、故障の原因とな

　りますので止めてく

　ださい。

 隔間の掃清

日  検点常

のータッャシ  れ入手お

、しとすやめを準基の記下は掃清● 。いさだくてっ行に的期定  

 帯地業工海臨①

 京（ ）神阪京・京中・浜  回1月毎…………………

 回1月毎……………………………… 帯地岸海②

 回1に月ヵ2……………………………帯地業工③

 回1に月ヵ2…………………………帯地市都大④

 回1に月ヵ3………………………帯地市都小中⑤

 回1に月ヵ4……………………………帯地園田⑥

。いさだくてし認確を項事の下以はていつに態状閉開のータッャシ  

。とこいなしが音異たっ違とでま今●  

。とこいなしが動振たっ違とでま今●  

。とこいなが形変な害有上用使に観外●  

。とこるす止停で限下限上●  

下記のような場合、シャッターのお手入れをお願いします。下記のような場合、シャッターのお手入れをお願いします。

１）シャッターの開閉が使用するうちに重くなってきた。

２）シャッターを開閉する時に音がする。

・原因として、レール内に砂埃等が入り、スラットのすべりが悪くなっている

　事が考えられます。下記の方法にて、お手入れしてください。

お手入れ方法お手入れ方法

①シャッターを全開して、レール内の砂埃を布等にて拭き取ってください。

②レール内にシリコンスプレーのノズルを入れ、レール全体に（上から下ま

　で）スプレーしてください。

③スプレー後にスラットの開閉を２～３回行い、スラットとレールにオイル

　をなじませてください。

※粘性の高い潤滑材は、砂埃等が付着しやすくなりますので、シリコンスプレー

　を使用してください。

検検点点常常日日 でで 合合具具不不

、、ららたたしし見見発発をを だだたた

くくててめめ止止をを用用使使ににちち

。。いいささだだ  

 

 は掃清
 に的期定

 ータッャシ

 布

 ーレプス

 意注
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ジ一ぺ照参

 
法方処対

 
目項クッェチ

 
状症

操作スイッチを押しても動か
ない。

通電までお待ちください。
通電後は必ず最初に「開」ボタンを押して、
シャッターを上限で自動停止させてください。  ジ一ぺ6

手動シャッター錠を解錠してください。

 ジーペ10
「シャッター開閉の上下限
　位置再設定の方法」

シャッターが途中で止まる。 停止位置がずれています。

配電ブレーカーをONにしてください。
通電後は必ず最初に「開」ボタンを押して、
シャッターを上限で自動停止させてください。

「通電後の操作方法」

停電していませんか？

配電ブレーカーがOFFになって
いませんか？

手動シャッター錠が施錠され
ていませんか？

シャッターが凍結していま
せんか？

とけるのを待って操作してください。

らたっ思となか障故.5

シャッター開閉の上下限位置再設定の方法

 3.上限の設定

 4.下限の設定

開ボタン

① 開ボタンを長押し（２秒以上）します。

② 上限位置で自動停止します。

上限設定が完了するとシャッター本体のモーター部で「ピピッ」
と音が鳴ります。

下限設定が完了するとシャッター本体のモーター部で
「ピピッ・ピー・ピー・ピー」と音が鳴ります。

閉ボタン

① 上限設定後、閉ボタンを長押し（２秒以上）します。

③ その後、下降を開始し、下限位置で自動停止します。

　注意：リセット後は必ず上限設定を先に行ってください。

シャッター開閉の上限・下限の停止位置を再設定する場合は、以下の手順で行ってください。

 1.設定のリセット

停止ボタン
（押したまま）

停止ボタンを押したまま、開ボタンと閉ボタンをゆっくり交互に
３回ずつ押します。（開→閉→開→閉→開→閉の順です）
リセット状態になるとシャッター本体のモーター部で「ピピッ」と
音が鳴ります。

※確実に認識できるように、ゆっくりと行ってください。
（音が鳴らなかった場合は、やりなおしてください）

①　開ボタンを長押しすると
　　シャッターが上昇します

②　上限で停止し、音が鳴ったら
　　上限設定の終了です。

② 上限付近で上・下動作を０～最大８回繰り返します。

①閉ボタンを長押しする
　と、動き出します

②上限付近で上・下動作を0～
　最大８回繰り返します

③その後、下降を開始し
　下限位置で停止します

（「ピピッ」という音が鳴った場合は正しく設定されていません。
　　もう１度「開」ボタンと「閉」ボタンを同時に押して「ピッ」という音が
　　鳴る事を確認してください）

　　

2.サイズの設定

開ボタン

閉ボタン

開ボタン

閉ボタン

※シャッターの初期状態は、サッシＷ：1500mm以上のサイズ設定になって
　いますので、サッシＷ：1500mm以上の場合はサイズ設定をしないで「上
　限の設定」に進んでください。

開ボタンと閉ボタンを同時に押してください。
開閉器（モーター）部から「ピッ」という音が鳴ります。

●サッシＷ：1500mm未満の場合に、以下の操作でサイズ設定をしてください。
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